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民　　族　　名 集落の海抜高度　　1m） 地　　形 伝統的な生業形態 集落規模 （戸）
河辺トン族 250 河川沿い 水田稲作河川漁業
トン族 ＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿一＿＿ 数100
高山トン族 一800覇子，山腹斜面 棚田を中心とする水田稲作焼畑


























































































































































































































支族名称 ’自　　　称 白称の意味 以前の居住地 現在の分布中心
茶山ヤオ族 ラ・キィア（1昌qiヨ） 山上の住民 広東省・湖南省の山岳地帯 大藤瑠山中・北部





ミェン（Miヨn） 人間 広東省北部山岳地帯 大藤瑞山一帯
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1 89－101■口1口□1－21■口口　　　■■1口■口 □口口□□ □
2 2①
3 6 41■□1□□21■□口□　■□1□ ■口 □□　口 コ
4 44余1□口1 X1□ロー□口　　　　1口 ■ 口□　口 □
5 77余1X④1X1余1X　　　　　1XX □□口
6 7 9余111区1図□11■□口□　　　1口 □ ロロ　□ 口
7 5 5．61■□1□□21□ロロ□　　■1　口■B □z□ ■ □8 5 51口口1　■41口□□□□　　　1口□■口 口□口 ■ 口
9 3 41■口1ロロ0．11□　　　　　　1□口□口 口□　口
10 7 61口□1□口21□ロロ　　　　1口□ロロ 口□□口□ ■ 8
u 4 31口口1ロロ11□口　　□口　1口 ■□ □口口 ■ 口
ユ2 8 7．31■□1□□2－31A口□　　　　1□■口 ロロ□白□ ■ ■





口 301～50031～70 11－30 3一ユ0















































































































































































秦　名 組 戸数（合計）戸 秦の人口人 住民の民族名 水田面積畝
1 39 ヤ　オ 100．97
2 23 ヤ　オ 67．54
金　城 1（…） 562
3 31 ヤ　オ 75．43
4 37 ヤ　オ 95．06
5 37 ト　ン 89．16
童　付 （66） 290
6 29 ト　ン 84．84


















































































































































































































































































































































~~~~~~~ ~~~ ~~~* ~~ (A) UJ ~w (~~) h~~:Q~7~ (rr) ~~ ~i+ri (rT-) ~~~Jq ~!;~;- (rT) 
?? ? ? 2000 300 100 ?? ? ?
1000 l OO 100 ?? ? ? 3000 150 50 ?? ? ?
200 50 60 ?? ? ?
3000 80 100 
(~)~~ ? ? 2000 50 80 
~)~~ ?
R ? 1. 5 1000 60 50 
~) ? ? 1200 l OO 100 ?? ? ?
1200 100 100 ? ?
IL 5 300 100~i~ 500 ? ? ?




























































火薬銃（羽） 虎バサミ（頭） 竹バサミ（匹） カスミアミ（羽） トリアミ（羽）
① 1（鳥10） 2（ネ女ミ1O）20（ネズミ200） 3（鳥30）













⑬ i ． ■ 一 一
（註）家屋番号は第4表と共通⑥・⑦は共同で使用⑬は調査中不在
〔出所〕現地での聞取により作成
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0　　　　　　　　50crn
第13図　カスミアミ
　カスミアミ，トリアミは現在では少ないが，以前
は大半の家庭が所有していた。カスミアミは，細長
い30センチぐらいの木片を両端におき，そのあいだ
に馬の尾の毛で編んだ半径7～8センチの輪を20ぐ
らい並べる（第13図）107）。そして，輪の中に小鳥
が入ると輸がしまり，小鳥が捕獲されるというもの
である。輸に馬の尾の毛が使用されるのは細くてみ
えにくいためであるという。このようなカスミアミ
は，数枚1組で木の間に張られ，その背後に囮の小
鳥が入った鳥籠を吊しておく。そうすると，囮の小
鳥の鳴き声に誘われた小鳥が輪の中に入り捕わるの
である。
　カスミアミは，かつては年中使用されていたが，
捕獲対象のスズメなどの小鳥が減少しているため，
網の使用は3月と7月に限定されている。
　トリアミは，ウズラ専用である（第14図）。トリ
アミの使用方法は，2．5～3メートルの竹の先端に
取り付けた三角状の網を，まるでチョウチョウやトンボをとるように，大きく空中で張って捕獲
する。使用される回数は意外と少なく，年問4・5回程度である。
　以上，白膿劫組のヤオ族について，主として生業形態を中心に論じてきたが，それを再度要約
すると次のようになると思われる。すなわち，白騰劫組は，植林のためのムラヅクリとはいえ，
定住してからそれほど日時は経過していない。そのため，高所に位置するという劣悪な自然条件
．バ紬、；繊：“
1．1’」．・㍗・‘
碕声
騨仁
lm
第14図 トリアミ
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にもよるが，付近の山腹斜面などで水田を造成するまでには至っていない。したがって，山畑が
耕地の中心となっているが，食糧を充分に供給することが不可能である。そこで，食糧の一部を
国家あるいは定期市で購入する必要が生じてくる。そのため，油桐を栽培し，その果実を売るな
どして，現金収入が得られる方法を模索中である。これを補ってきたのは，植林後の管理・伐採
による収入であるが，杉が成長した現在，今まで以上の収入が今後とも継続して期待できる可能
性は少ない。それ故，新たな収入源を探す必要にせまられているといえよう。
5．結　　語
　雲貴高原東部主と’して貴州省に居住するヤオ族の3集落を事例として，論を展開してきた。ヤ
オ族を論じる場合，本文中でも度々指摘したことではあるが，ヤオ族のアンデンティティとは何
かということが重要である。すなわち，中国に分布する他の少数民族に関しても同様のことなの
かも知れないが，ヤオ族というのは本来1つの独立した少数民族なのであろうかということであ
る。というのは，ヤオ族には多くの支族が存在し，それぞれの支族はヤオ族であると認識してい
るのである。しかし，これらの支族間では交流もなく，言語も通じないという。さらに間題を複
雑化しているのは，従来において，中国国内における調査が外国人枡究者にとってほとんど実施
しえなかったためか，外国人研究者の中心は，インドシナ半島北部の山岳地帯を中心とせざるを
得なかった。それ故，いわゆる「過山ヤオ族」がその対象主体となってきた。したがって，例え
ば「評皇券牒」などはすべてのヤオ族が所有しているような印象を与えられてきた。しかしなが
ら，本文中にも述べてきたように，上述のようなヤオ族独自の文書をもたない支族も多いのであ
る。このような点を含めて，ヤオ族自体に関する再検討を実施する段階にきているように思われ
る。
　貴州省のヤオ族に関しては，この点も指摘したように，これまで外国人研究者による本格的な
調査は勿論のこと，ヤオ族居住地区を訪問することすら皆無であり，中国人研究者間でも（狗頭
ヤオ族」あるいは「紅ヤオ族」というように，その名称すら統一されていないというのが現状で
あった。確かに，広西チワン族自治区にはヤオ族が多数分布しているが，その伝承などを検討し
てみると，貴州省の方から移動してきたという支族もみられる。それ故，移動史など歴史的な観
点からも，貴州省のヤオ族に関する詳細なフィールドサーヴェイが期待される。ヤオ族研究は，
緒についたばかりだといえよう。
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註1）55という数値は，現在中国政府が少数民族として公式に認知したものの数値である。それ故，第1表に
　もみられるように，白ら少数民族と主張しても，人口数が少ないなどの理由から認知されていない集団も
　多数存在する。このような事例として，貴州省幹東南苗族個族自治州の州都凱里市近郊に聾える香炉山
　（1238メートル）山麓一帯に分布している西族があげられる。西族に関しては言及したことがあるので参
　照されたい（鈴木・金丸1985，pp．231～238）。
2）景観という概念は，地理学における主要概念のユつで，従来から地理学におけるドイツ学派を中心に研
　究が進められてきた。本稿では，景観という概念を，視覚的にとらえることが可能である地表のみにその
　使用を限定すべきであると強く主張する，アメリカ合衆国の地理学者Hartshome，R．（野村正七訳1957，
　pp．ユ57～189）をとり入れた松田信の「地理的複合体の形態的側面を景観と呼ぶ」（松田信1970，p．207）
　という見解に従っておく。
3）生活様式も地理学では主要概念のユつであるが，定義することは大変困難である。本稿では，地理学に
　おけるフランス学派の祖と称されているPaul　Vida1de1a　B1acheの考え方（飯塚浩二訳ユ970，上巻，pp．
　221～225）に基づく，松田信の「生活様式は人類集団が自然的所与を利用して作り出した体系的な社会の
　型である」（松田信ユ970，p．209）という定義に従っておく。
　　また，生活様式の種々の立場を概観し，検討を加えた松田信の論孜（松田信1954．1965など）も参照
　のこと。
4）本稿で言う生業とは，採集，狩猟，農耕，林産，漁携，牧畜などを中心に生計（生活）を維持するため
　に必要な基礎的な生産活動と定義しておく（大島・浮田・佐々木編1989，p．148）。
5）本稿では，通説に従って，生産関係を「生産過程において生産手段と活動をめぐって人間相互に結ばれ
　る関係」（濱島・竹内・石川編1982，p．222）としておく。
6）基層文化とは，現在の文化には表面上でてこないが，その基盤あるいは根底に存在するとみなされる文
　化複合を言う。
7）照葉樹林文化論に関する研究書は多い（例えば上山春平編1b69，上山・佐々木・中尾編1976，佐々木
　高明1982，上山・渡部編ユ985など）。この点に関しては，田畑も論じたことがあるので参照されたい（田
　畑久夫ユ990，ユ99ユ，ユ992．1993など）。
8）西端はアッサム，東端は中国湖南省の山地付近までにも及ぶほぼ半月状の地帯。中尾佐助はこれらの地
　帯を西アジアにおけるファーイタル・クレセントのひそみにならって「東亜半月弧」と命名した（上山・
　佐々木・中尾編1976，pp．198一ユ99）。
9）とくに，第2次世界大戦後の1960年代より始まった高度経済成長期以降は，農山村を中心に，挙家離村・
　廃村などの人口流出の社会現象が顕著となり，その変貌が激しい。
10）筆者らも，金丸がユ983年より，田畑が1985年より雲貴高原の東半分を占める貴州省を中心にミャオ族・
　トン族・シュイ族・ヤオ族などの少数民族調査を実施し，その成果を報告してきた（金丸良子ユ984．1985，
　ユ986．1987．1991．1992・a・b・c鈴木・金丸1984，ユ985，金丸・田畑1991，田畑久夫1987・a・b・
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　c，1990．1991・a・b・c・d，1992・a・b・c，田畑・金丸1988・b・c，1989・a，1990・a・b・c・d
　1993など）。
1工）その特色は，一般に円錐カルスト（Kegelkarst）などに代表される凸地形（Vo1formen）を形成する
　点にあるとされている。しかし，雲貴高原の一部には，わが国などの温帯にみられるカルスト地形と同様
　に，凹地形（Hoh1formen）となることも多い（田畑久夫　ユ991・c，pp．52～53）。
12）雲貴高原は，北緯25度を中心に位置している。なお，このような気候的な特性は雲貴高原特有のもので
　はなく，アフリカ中部高原・メキシコ高原などに代表される。海抜高度1000～2000メートルの熱帯山地高
　原に共通する一般的性格であるとされる（阿部・駒井訳，p．185）。
13）植物の記名方法は，和名（学名・中国名）という順序で統一した。しかし，和名などが不明なものは記
　載しなかった。また科名に関しては中国名を省略した。なお，中国名は雲貴高原で使用されている名称で
　記した。
14）この種の代表的な集団としては，貴州省で「老漢族」と称されている人々があげられる。「老漢族」に
　関しては，20世紀初頭当地を訪れた外国人宣教師が非常に興味をもち，彼らの生活をつぶさに紹介してい
　る（Clarke，S．R．191ユ，p．9）。
！5）雲貴高原東部を中心に展開する少数民族の中でも，とくにミャオ族は，元朝以来度々漢民族をはじめと
　する王朝支配に抵抗・反乱した。その結果，ミャオ族の一部は，これらの弾圧から逃がれるために山中奥
　深く移動したとされる（貴州省民族研究所編1980，pp．3～4）。
16）彼らの特色は，原則として山地に存在する多数の資源（野生動物なども含む）によって生計を営んでお
　り，付近の資源が枯渇すれば新しい空間を求めて移動するという〈移動性〉を最大のメルクマールにして
　いる。これらの点は，平野などに代表される平担地において，水田稲作を主体とする農耕民が先祖伝来の
　耕地・を踏襲する定着型であるのと際立った相違がみられる。
　　なおわが国にも，鞭轄を用いて椀・盆などの日常生活用品を製作する木地屋などに代表される山棲み集
　団が，北海道を除く全国の山中に多数分布していた。この点に関しては言及したことがあるので参照され
　たい（田畑久夫ユ976，pp．46～741982，pp．ユ47～175　田畑・金丸1988・a，pp．43～59など）。
17）雲貴高原山間部には，この他，シュイ族，プイ族などの少数民族も分布している。このうち，シュイ族
　に関しては，貴州省幹南布依族苗族自治州嘉波県時来郷水甫村水江組をとりあげ金丸が言及したことがあ
　る（金丸良子1991，pp．112～1ユ9）。
18）中国民間文芸家協会貴州分会主席田兵先生，幹東南苗族伺族自治州文学芸術界聯合会楊国仁先生などの
　教示を参考にした。
19）現時点では，このような民族集団の対立はまったくみられない。しかしながら，例えば，ミャオ族はヤ
　オ族とは現在でも通婚しないことや，ミャオ族・トン族が雑居するムラにおいても，両集団間の通婚はほ
　とんどみられないというような事実は存在する。
20）これらの生業形態は，現在において認められるものを中心に要約したものであるので，かつてはこのよ
　うな生業形態でなかったことも予想される。なお，焼畑農業は，人民共和国成立後原則として禁止されて
　いるので，今日ではこれらの少数民族間でも，一部を除きほとんギみられなくなった。
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2ユ）第2表においては，トン族・ミャオ族に関して，主として地形条件などをメルクマールとして2つに細
　分類している。すなわち，トン族の場合，川沿いに居住する集団を「河辺トン族」，盆地・山腹などに住
　む集団を「高山トン族」，ミャオ族の場合，平地に居住する集団を「平地ミャオ族」，山頂・山腹に住む集
　団を「高披ミャオ族」と称した（田畑・金丸1989・a，pp．131－133など）。
22）例えば，ベトナム北部に居住するダオ族（かつてはザオ族と呼ばれていた）と称される少数民族などが
　代表である（菊地一雅1989，pp．55～69）。
23）中国語でショ（奮，厳格には奮）といえば焼畑農業に従事することを指すので，これら両省の山地に居
　住していた焼畑農業に従事していた民族集団を，漢民族がこのように命名したとされている（村松一弥
　ユ973，P．238）。
24）このように，基本的には同一民族と推定される集団をまったく異なった少数民族とみなす分類方法には，
　非常に問題があると思われる。この点に関しては本文の後段で筆者らの立場を述べておいた。
25）なお，この他，中国人研究者の手になるヤオ族に関する著書・論文は非常に多く存在する。筆者らは，
　これらの研究をも含めて，ヤオ族に関する研究史を現在整理中である。
26）ヤオ族は固有の文字をもたないが，後述するように，「評皇券牒」などに代表される固有文書を所有し
　ている。これらの文書は，すべて漢字で記されており，一漢民族との接触が古いことが推定されるが，これ
　ら一連の文書の分析を通して概略的なヤオ族の歴史の解明は可能とされる。
27）後述することになるが，「盤ヤオ族」と称されている集団がこのように呼ばれている。
28）以下の内容は，＜瑠族簡史＞編写組編（1983，pp．15～63）などを参照して，筆者らが独自に整理した。
29）しかし，本文でも論じているように，山岳地帯に居住するミャオ族・ヤォ族は「山猪」と称され，同一
　民族集団のようにあつかわれていた。
　　なお，現在のミャオ族の名称となった「苗」という文字が最初に登場してくるgは，宋の時代に書かれ
　た朱輔の『漢蛮叢笑』の中にあり，その書物の中では「猪苗」・「猫人」などと記述されている。ミャオ
　族の名称が「苗」に統一されるのは明代以降のことである（村松一弥1973，pp．218－219）。
30）以下に述べる2点以外に，竹村は晋の時代すなわち4－5世紀にみられたヤオ族のトーテムである築瓠
　とよばれる犬にまつわる神話（繋瓠神話と称されている）が，その後近世に至るまでほとんど記録されな
　かったことも，ヤオ族の解明を不充分なものにしているという（竹村卓二1981，p．241）。
31）なお，竹村は，従来の研究においては，中国南部に居住する少数民族を再区分する場合，例えばミャオ．
　族を「黒ミャオ」・「青ミャオ」などと称するように，ほとんどが服飾その他の習俗で分類することが多
　く，このような地形を主体とする自然環境による区分はめずらしいものであると指摘する（竹村卓二1981，
P．ユ6）。
32）これらの集団を「八排」と称するのは，最初に入植した集落数が8ヶ所であったことによるといわれて
　いる。なお，「排」とは集落をさし，彼らの居住している家屋が櫛の歯状に整然と並んでいる状態をいう（胡
　耐安1974，P．203）。
33）明および清代において，少数民族の首長に与えられた世襲制の官職。
34）以下の記述は，広西壮族自治区編輯組編1984，pp．219～261を参照にして整理した。なお，この調査報
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　告書では，「揺」という漢字を用いているが，とくに問題が生じないかぎり，本稿では「瑠」という字に
　統一して用いた。
35）現在のところ，ヤオ族の代表的な文書とされる「評皇券牒」は「盤ヤオ族」のみに発見されており，
　「山子ヤオ族」の場合発見されていない。
36）瑠山一帯のヤオ族の実態に関しては，主として人民共和国成立前の中国人研究者などの著作・論文から
　詳細に論じた竹村卓二の業績が存在する（竹村卓二1981，pp．51～56）。本稿でも，基本的にはこの先行
　業績の成果に依存し，それを筆者らなりに最近の業績も加味して整理した。
37）この支族は，南下してインドシナ半島北部の山岳地帯にも移住している。例えば，ベトナム北部の山岳
　地帯に居住する「ラン・テン・ダオ」（Lan　Tien　Zao）と呼ばれるダオ族の一派も，この集団であるとい
　われている（菊地一雅ユ989，pp．58－60）。
38）頭髪を伸ばすという習慣があることから，「長毛ヤオ族」の一派と考えられるが，詳細は不明なので現
　在のところ断定は避けたい。
39）例えば，ほぼ同一の自然環境にありながら，「藍青定ヤオ族」の場合，半ば企業化された形式で藍染めの
　原料となる藍の栽培を実施して現金収入の道を確保している点や，「盤古ヤオ族」の場合，焼畑農業を主
　体とした自給生活を行ないながら，独自の地位を保っている点などにみられる如く，これらの4支族が同
　一地域内において，ある種の生業形態における住み分けを実施することによって共存を可能にしていると
　推定される。
40）菊地一雅によると，この分類は現地の研究者Nguyen　Khac　Tu㎎らによるものであるという（菊地一雅
　1989，PP．56－57）。
41）同様に，中国西南地方からこれらの地域に移動し，主として焼畑農業に従事する少数民族としてミャオ
　族（高披ミャオ）がいる。これら両民族は，インドシナ半島北部では，中国西南地区と同様に現在海抜高
　度による住み分けがみられる。しかしながら，インドシナ半島北部では，海抜高度が高い地域にはミャオ
　族，低い地域にはヤオ族というように，高度差による住み分けの順位が雲貴高原などの中国西南地区とは
　異なっている（菊地一雅ユ988，p．72）。この点に関しては理由が不明なので，今後の検討課題としたい。
42）タイ北東部のヤオ族の集落で発見された「評皇券牒」をはじめとする文書類など（白鳥芳郎編1975）。
43）既に本文中において論じているように，他の広西チワン族自治区などと同様に，貴州省におけるすべて
　のヤオ族居住地区は「未開放地区」になっているので，自由にフィールドサーヴェイが実施できないこと
　もその理由の！つと考えられる。
44）中国人研究者の本格的調査として，主として1983年3月から5月にかけて実施された，貴州省南部の月
　亮山地区におけるヤオ族調査（貴州省民族研究所編ユ983，pp．！一ユ80）。および椿江・従江・黎平の隣接
　する3県のヤオ族に関する調査（貴州省民族研究所編1984，pp．ユ35－213など）が先行業績として存在す
　るが，内部資料のため一般には公開されていなかった。
45）筆者らの調査の結果では，一ヤオ族ではないがトン族の場合，民族衣装などより伝統的な文化を残してい
　るのは，広西チワン族自治区に居住するトン族よりも，貴州省に住んでいるトン族の方であるという点か
　らも類推できる。
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46）以下の記述は，とくに断言しないかぎり，柏果成・史継忠・石海波（1990）の著作，および筆者らの
　1989年8月よりほぼ毎年実施しているフィールドサーヴェイでの知見を中心に整理したものである。
47）「瑠老」とは，村の対内的・対外的な事柄を責任をもって処理する，住民から信任を得ている老人をいう。
　通常10数人程度の老人がこの任につき，村の各種の事件に対応した（馬寅主編，君島久子監訳1987，p．284）。
　なお，同様の制度としては，ほぼ同地域に居住するトン族に現在でもみられる「秦老制」があげられる（田
　畑・金丸　ユ989・a）。
48）「白柚ヤオ族」のみにみられる制度で，一族の父系に連なる人々で構成される。その構成員は，通婚の
　禁止，狩猟・農作業の共同，「油鍋鬼」と称される土着のカミの崇拝，共同墓地の埋葬などが義務づけら
　れていた（柏果成・史継忠・石海波1990，pp．34－37）。
49）例えば，民族とは，「同一言語を話し，共通の風俗習慣をもち，他の人々に対してわれわれという意識
　をもつ人々」（中根千枝ユ987，p．48）と定義されている。この民族という定義は，「社会」という単位を
　考察する場合，それとの比較において論じられたものである。それ故，厳密な意味での民族の定義とはい
　えないかも知れないが，このような見解は，現段階における研究者の民族に対する代表的な認識であると
　いえる。
　　なお，民族という概念については論文集（川田順造・福井勝義編ユ988）が編集されるほど多くの研究
　者の間では議論されている。
50）勿論，ヤオ族という民族をどのようにとらえるかという問題も含んでいる。本稿では，このような問題
　点が存在するという指摘のみに留めておくが，今後，多くの事例を収集したうえで，この問題について検
　討したく考えている。なお，若干観点は異なるのであるが，少数民族という概念を考える場合，岩田慶治
　の先行業績はとくに参考になると思われる（岩田慶治1967，pp．50－71）。
51）農業生産に関することや，社会秩序を維持するための法則を若干の条文にし，石碑に刻んだり，また板
　に記して民衆に公示し，全員に守らせるようにした制度。人民共和国成立前までには，広西金秀ヤオ族白
　治県に居住するヤオ族の問でよくみかけられた制度であるという（馬寅主編，君島久子監訳1987，p．285）。
52）このイトコ婚を厳守しなければ牛7頭以上の賠償を支払わねばならなかった。かかる制度は「7牛婚姻
　制」と呼ばれた（柏果成・史継忠・石海波1990，pp．88～93）。
53）例えば「白棟ヤオ族」では，鬼は「カン・ク・タ」（qu㎡5qu55da21）という。アニミズム信仰の1種で
　あると思われる（柏果成・史継忠・石海波1990，pp．60～61）。
54）1982年の人ロセンサスでは，約70万人である（盤朝月1988，p．9ユ）。
55）このことは，両支族がプイ族と古くから接触があり，その多くがプイ族の小作人として働いていたため
　であると思われる。
56）貴州省の少数民族地帯では，行政村の下位組織として塞と組が存在する。一般には，数ヵ所の秦が集合
　して村となる。組は秦の下位組織であるが，1つの秦の中に組が数ヵ所に分離されている場合と，組が各々
　独立して存在し，秦を構成する場合がある。今則組の場合，行政村の下位には秦がなく，組になっている。
　また，各々の組は独立している。金城秦の場合，棄内は4組に分かれている。つまり，秦・組はわが国で
　いう大字・小字の概念に近いものといえよう。このような意味から，本稿においては，薬・組ともムラと
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　表現する場合がある。
57）今則組は1989年8月，金城組は1990年3月，白聯幼組は1990年7月にそれぞれ調査を実施した。
58）今則組においては，田畑・金丸（1990・a・b）において，その概略を報告しているので合わせて参照さ
　れたい。
59）県内には，1985年統計では，トン族221545人（県全体の約60．Oパーセント），ミャオ族46904人（同約ユ2．
　7パーセント）が居住している。
60）それぞれの郷の人口は，1985年統計によると，雷洞ヤオ族郷1460人，順化ヤオ族郷に98人，渡董ヤオ族
　郷197人である。
61）今則組に関しては，ごく一部の地元在住の研究者を除き，中国人研究者は調査していない様子である。
　なお，このような混乱が生じているのは，付近の民族集団の影響を受けた結果，本来の伝統文化を消失し
　てしまったことによることも考えられる。今後の検討課題としたい。
62）周知のように，1979年といえば，「人民月報」紙などで生産責任制をめぐる論争が白熱していた時期であっ
　た。今則組における個人請負制は，この地方の他地域と比較しても大変早期に施行されたものといえる。
　この点は県のヤオ族に対する優遇政策の一環であるとみなされる。
63）本来であれば，数年に1度の割合で分配された水田を，新しい住民数によって分配しなおすことが原則
　であるが，調査時点まで，人口が増加するなど相当の変動がみられるにもかかわらず，再分配は実施され
　ていない。
64）今則組にも，漢民族の一家が入り込み，農作業などを指導した。なお，この家の主人は漢民族であるが，
　配偶者はヤオ族なので，現在では本人の申請によりヤオ族となっている。この方が，税金あるいは出産な
　どに関して優遇してもらえるからであるという。
65）この点は「狗頭ヤオ族」もまた葉瓠に関する伝承をもっていることになり，従来の見解すなわちこの伝
　承を有するのは「過山ヤオ族」であるという立場（竹村卓二1981，pp．14～79など）とは異なることにな
　る。なお，竹村によれば，「狗頭ヤオ族」と称する支族は，広西チワン族自治区陽朔県にも居住しており，
　既婚婦人と子供の盛装した写真が2葉紹介されている（竹村卓ニユ983，p．349）。しかしながら，この写
　真の女性はズボンを着用している点など，今則組の自称「狗頭ヤオ族」とは非常に異なっている。さらに，
　同ぺ一ジには，広西チワン族自治区にいる「紅ヤオ族」の写真も掲載されているが，髪型・上衣など今則
　組のヤオ族とも非常に異なっている。これらの点は，今後の検討課題としたい。
66）通常，教師には，国家より給与を全額支給される公翔敷師と，学校が設置されているムラなどから一定
　の給与などを補助してもらう民辮教師の2種類がある。前者は金額が多く，すべて金銭で支給される。こ
　れに対し後者は，給与の一部を籾などの現物支給される場合が多い。
67）つまり，かように集落を2分することは，外観上互いに敵対するものとみなされやすいが，例えば，南
　九州各地などにみられる十五夜網引きの事例と同様，集落内の平等原理が貫かれており，集落内の団結を
　示しているものといえよう。
68）第6図にみられる家屋番号②は，衣食住をはじめ，生活全般が国家によって保障されている家庭（国家
　保護家庭）なので，本稿での考察の対象から除外した。
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69）一般に，魚を水田で養殖する形態はトン族の伝統的な方式であるといわれている。なお，養殖した魚は，
　トン族の代表的な料理である「膝魚」として保存されるのではなく，「ハレ」の日などの食事に焼き魚と
　して供される。
70）葉・茎・蔓は家畜の飼料として利用される。また，これらは定期市でも販売されている。
71）タバコは今則組のヤオ族に限らず，これらの地域での少数民族の問では男女を問わず非常に好まれる。
　とくに，若い母親が背負っている赤ん坊にまでタバコを与えている光景が度々目についた。
72）例えば，焼畑農業は大変重労働なので，それに耐える人間が少ないことや，禁止が原則として存在して
　いるので，多くの住民がタバコの栽培を自粛していることなどが考えられる。
73）定期市での販売価格は，黄牛がオスユ頭300～400元，豚が300元前後，犬が20元ぐらいであった。
74）捕獲されたネズミは野菜と妙めるなどして食べられるが，ネズミ特有の臭みを消すために，一定期問土
　中に埋めてから調理することもある。
75）この台を基準にして，場所代が徴収される。当時台1台につき1元であった。なお，図中の端にみられ
　る野菜・卵などの販売は台がないので，場所代は徴収されない。
76）今則組からは比較的近く，行きは徒歩で約2時間，帰りは約3時間近くかかる。
77）．第8図では，単に知っている地名だけではなく，実際に出かけたことのある地名を認知（perception）
　している範囲とみなした。
78）トン語では現在漢字で表示しているのと同じ「ジンチョン」という。その意味は山の中腹という意味で
　ある。
79）金城案内には，沈・石・呉・黄・楊の6つの姓を名乗るヤオ族がいる。なお，金城秦には20代（400年）
　前に定着したためか，今則組にみられたように，ムラヅクリを指導した他の民族はいなかったようである。
　また，ムラヅクリ当初の戸数は約30戸であった。
80）政府は，毎年この季節になると，定期市などで販売されている市場価格よりも穀物を低額で供給してい
　る。これは，粉（麺粉）が30パーセント，米が70パーセントの比率となっている。当時，市場価格では米
　が100斤当たり60～70元であったのに対し，政府が低価格で供給するものは100斤当たり35元で約半額で
　あった。
81）このような行政的な区分なので，ユつの行政村にヤオ族・トン族の両集落が存在するということになっ
　ている。
82）第2組が選ばれたのは，筆者らのフィールドサーヴェイの基本方針として，できうるかぎり全戸調査を
　実施したいという希望をもっていたこと，金城秦は「未開放地区」の指定を受けていることなどから，滞
　在できる日数に制限があること，さらには集落内での食糧の調達が長期問は無理であることなどが考慮さ
　れた結果である。
83）花橋とも呼ばれる。一般にはムラの入口にかけられる木橋である（トン族の場合河川の近くに集落が形
　成されることが多い）。橋の中央には雨風よけのために，一般の民家のよづな切妻型をした屋根がおかれ
　ている。また，屋根の天井には美しい絵画が描かれており，住民の休憩所となっている。風雨橋は，本文
　中にも記したように，主として南部に居住するトン族の代表的な建築物であり，ヤオ族園有のものではな
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　い。しかし，付近の「覇子」などは典型的なトン族居住区となっているので，トン族の影響を受けて建て
　られたものと推察できる。なお住民は，この木橋を「モンロウトウーディ」と呼んでいる。近くにある石
　碑によると約200年前に建築されたものであるとされているが，その後数回改築されている。
84）同様の廟は，集落上方のまるで集落全体を見下すかのように山稜線上に存在する。
85）例えば，1980年にユ軒め家を新築した場合，．柱などの材木は山林から切り出しそれを使用したにもかか
　わらず，約2000元もかかった。その主要なうちわけは，材木の加工代300元，大工などの手間賃（食事代
　も含む）1400元，瓦代（800枚）320元などである。これらの資金は，父親から200元もらった他は，解放
　軍時代の給与，家畜の販売代金などをあてた。
86）金城秦では，この瓦窯以外に全住民が集団所有しているものはない。
87）集会所もしくは会議場としての機能をもつ建物。現在では，これらの会場として利用される他，「ハレ」
　の日に演じられる薦笙の練習場となっている。本来は，姓ごとに1つの鼓楼を建てたといわれている。
88）本文でも指摘したように，集落内にある井戸は同一水源の井戸であることや，比較的近い場所に位置し
　ているため，地名としては同じ場所に存在することに牟るなどが，その理由と考えられる。
89）古老の話では，このように人間が黎を引くのは耕地の中に石が多くあり，牛に引かせると牽先を傷つけ
　やすいからであるという。このように，人間が黎を引くという形態は，現在ではこの付近のヤオ族居住地
　区のみにみられるようで，他のヤオ族居住地区は勿論のこと，雲貴高原東部の他の少数民族地帯ではみか
　けられない現象である。したがって，黄牛などの役牛を飼育していない家庭も秦内にユO軒余りも存在する。
90）そのため，農（旧）暦の10月になると霜が降りはじめ，3月頃までこのような状態が続く。1989年では，
　とくに霜が降る回数が多く，20日問以上も長期間にわたって連続したのが2回もあった。なお，冬季を中
　心に樹氷はよくみられるが，積雪はほとんどない。
91）雷洞郷内には，定期市を開催する集落が存在しない。それ故，水口区水口がもっとも近くの定期市とな
　る。ここまでは，山越えの旧道を住民の足で歩いても約半日かかる。住民が出かけるのは年に数回のこと
　である。
92）このように，焼畑農業は禁止されているが，白家用にごく少量のタバコを栽培する場合は，今則組同様
　黙認されているようである。
93）定期市では，桐油の果実は1斤当たりO．37元，茶油の果実はO．2～0．4元で売却できる。
94）妹の配偶者は父の姉の長男である。したがって，父方の交叉イトコ婚となる。このように，金城秦のヤ
　オ族間では交叉イトコ婚が多い。これらの点は，この地に定着して長期間たっていることを示す事例だと
　思われる。
95）以下の数値はいずれも1989年のものである。
96）以下の年月は，住民が現在でも農（旧）暦で生活しているため，農（旧）暦のままで示すことにする。
97）これもトン族の代表的な料理といわれているものである。したがって，トン族の影響かも知れない。な
　お，トン族の場合，食事に供するというよりもむしろ嗜好品としての性格が強いように思われる。すなわ
　ち，トン族では，茶油の材料として米の他に，妙った豆やトウモロコシを入れ，さらに塩などで味を付け
　より洗練された形式となっている。
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98）白臓幼組に関しては，金丸・田畑（ユ99ユ）｛においてその概要を報告しているので合わせて参照されたい。
99）例えば，葬式などの特別な儀式・活動に用いられるとされる銅鼓を所有しているのは，貴州省のヤオ族
　では「白擁ヤオ族」のみである。
ユ00）このミャオ族は自称「狗ミャオ族」と称しているが詳細は不明である。
10ユ）組に居住するヤオ族・ミャオ族ともすべてこの「緑化山林」のために，約30キロメートル離れた，広
　西チワン族自治区南丹県などの山中から移ってきた。
102）本文中で後で記すように，放棄後植林を行なっているので，厳密には焼畑ではなく切替畑と称すのが
　適当であるかも知れない。本稿では，焼畑を広義に解釈しておいた。なお白膿助組では，「ブロンセイ」
　（新しく開墾地を開く）と呼んでいる。
103）両民族間の集落内での姻戚関係はみられない。
104）組では銅鼓は葬式のときのみにたたくという。すなわち銅鼓は「鬼神用」と意識されるので，それ以
　外はたたいてはいけないとされる。以下は，鋼鼓を使用する葬式の事例である（白臓鋤組で唯一銅鼓を所
　有している藍金城からの聞き取りによる）。
　　所有している銅鼓は，生まれ故郷の広西チワン族自治区南丹県里湖郷苓甲村老秦組より持ってきた。葬
　式には，この銅鼓を背負って式に参加する。
　　老人が死んだ時には，一般には1000元以上のお金で各種の準備に当てる。このように非常に多額の金銭
　が必要なので，子供などが死去した場合，このような儀式は行なわない。葬式は他界した直後に行なうの
　ではなく，通常，秋の収穫後の9月・10月になって銅鼓をたたいて実施する。準備するものとしては，牛
　1頭（4～500元），お棺，酒200斤，米800斤などである。その時，近在の親戚などに通知し，上述のよう
　に銅鼓を持参してもらうのである。
　　もし老人が3・4月などに死亡した場合には，一度死体を山に埋めておき，その場所にユ本の木を植え
　印とする。そして，秋の収穫後に牛をほうむり，銅鼓をたたき，その後牛の角を山の墳墓の木の所に掛け
　る。
　　金城の父親が1982年他界したとき，約20個余りの銅鼓が集まり，たたかれた。牛ユ頭をほうむるが，刀
　ではなく斧を使う。すなわち斧で首の上からふりおろすのである。このように上から斧で殺すのは，通常
　の牛を殺す方法ではない。通常では，牛を上にむかせて刀で下から首を切る。斧を使用するのは祭祀のと
　きだけである。なお，銅鼓は「ノウ」と呼ばれている。
105）油桐の果実は，1斤あたりO．43元で王蒙の国営商店に売却される。
106）植林に際しては，国家が補助として1975年に240元，1976年に300元支給した。この合計540元は，参加
　回数に関係なく参加人員で均等分配した。
107）以下の各種の狩猟用の網の図は，近くの「白擁ヤオ族」の集落である嘉波県瑠麓郷瑠麓村洞干組にお
　いて，筆者らが撮影した写真を図化したものである。
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